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1.序 言

鳥取LF.1-中部か らIujLLJ県北部にかけての地域の後掛 恒t_

代～古第三紀火成所動については,柴旧,拍LiJ(1959)

軌 七 ･人穴 (1961),軌晦 日 961).山ul(1961,

1966),杉山 (1964,1965)らの研究がある. この火

成活動のDZJ_分 ,各才.I-類相江の側係に関するこれ ら研究荷

の見附のffluには,いくつかの)lL木的な相違点があ る.勿

も,干寸山,大沢 と山山の考えは,砿本的 に 一致 している.

この問題については,杉山 (1965) によって,詳 しく

総括 されている.

山口](1961,1966)と村【Lj.人穴 (1961)によ,7Jと,

当地域における後脚 I1年代～ .ULl7三紀 oj火成活動は.Jr///

成順に.安山岩を i:_とする火山岩類 ,耶 1糊～第 3軋 り

入岩類により代表 される.甥 1糊iit入il鰍 ま,安山IE川l

と密接な分布を示す小岩体をlcLlL,斑栃告か ら文教粥㌢了

にいたる幅広い岩村変化を示七 胡2,UIJH吐八才†類は,作

間関も紺.Lおよびアクメロ岩をi:11川｣とす る止牽芹をなし,

また,TlE3欄迷入Il湖 は,健LlJJFf黒雲[:lアクメロ岩を ト

岩相とし,口木酢 ;吊三部に(結う1i人な底解を!こす とされ

て い る.

山fi]t村山 ･人fJlらによ-つて耶1鞠Jif八才;類の-L1%を

構蚊するとされた文敏斑岩糊 (GIFr,iILLJのi'i山/;丈

関根岩類)の地賢学的tが,】しづ･Jについて,十三山 〔1964,

1965)は,これ らI｣)i/'Jt苗と全 くその見解を異に し,その

辺入時制を中新川人としていろ.当地城のIErLLl'(jEJJ一類にF兇

して進行Lいの岩イ;化学rL']研')t'の 一環とLて子｣われたE..ELtl作

で,こOjHJFl題に阻Liiする2,3の粁知見がiIられたので拙

告する.

東海大学の杉山隆二教授には,当研究所iilJl=_任小川jt,

当地域の地質およひ岩jl-に槻 Lて加数ホ叔き,また旨lて/～

涌裕{-,後藤京 j′,麻Ei】ヰ･:)1J･'r氏には技′′卜,rHJJfIliIJJ･-Jr赦ri

た｡ これ らC,j方 々に深謝 ナ/J c

2.文象斑岩類 〔鉛山石英閃緑岩類 )についての概説

軌 lJ(1965)によれは, 針山石英｢Jこ路絹子類は.木他

山火成岩類 (Ll｣侶らの 日中/i三代火LLl若潮 ")をriTく.Ltl

r'iーの＼仁深F,Rない し深成のEiT人を1.L播で,イf英閃緑岩ない し

I;英tJl】緑i分岩を ト_体とし,告hriの変化が苦るしい,‡■て体

Jl梅用3には,しは しは角傑缶状ないしIll硬岩状の部分が

あり,また,これ らの礁伏Ll■-工が木地山火成岩類中に脈圧

に存(′Ⅰするとされている.

村山 ･大汗ミ日 961)とLL1日l(1961,1966)によれは

丈穀Lml-了類は,文教斑岩 ,アブ〉ライ ト′打iE柾は一,肘.ijEk王

I. ′m {fIIJf51才1∴ IErL即 日緑川君などの一連の硬性 羊米成

li:判 から構成 される,いくつかの小岩休に分かれて分布

r -I/Hl_.J仕の内部でも,ti-TLlr相がいり狙 っているとされ

ていノ∴

一風 山イj英tLrj緑キJチ矧 'と tt文毅斑岩矧 tが,同一の 一連

の/:(Jに対してIHいられていろことは,これ らの記述の

対応からも,また,特紅のH休 (例えは鳥取E/T,一三判叫SlLi

山附),i-0)岩仏)についての.i己述などか らも明白である

(†;山,1965参f弼).山川らによると,文象斑岩類は,

fktfl-]]=lJl'-か ら,より恨性の岩イ;への岩相変化の著るしい第

1帖 It八㌢類のJtL糊相として位置づけ られている. 一方,

十三iLlがそのJif入畔 ljjを巾軒世｣こ.即 ち,大底盤をなす花

樹ン▲丁松より後剃LT考えていることは規に述-たとおりで

F･･∴.

3.木路谷上流部 の文象斑岩体 について

イ1英IE･し郎 キ1.J,flJ英FR紙片J糾lL 松粒:t∴上ひ細粒の文象斑

, llj傑主TiL̂ 旨1.1ナ〔との岩綿か ら骨炎される,ややまとま

ったIL.Htが,/Uf;/仙南斜机 /ト輔ホ ト流 邪に分布 してお

L〕 J十JTH三作JL2FF｣練のtlJ]LTnLの連続式頑でよく観察さ

れJ:,.LIL;Jtミr,-ゴlIiに分布す るの.'i,堆積才;-抑 ホル ンフユル
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ス･杉LLJ(:1965,1966)uJ分鮒 こよる人脚 両 E服 .･

花岡岩 ･C2h)IJJよひ中粒.LI罠,1出 花附 :LLJ｣【Lj,1961

によるG2h)であり･当岩休 は,これ らの今てを賢人し

ている･Fig 1に,岩脚 荷辺o)ルー トマ ップを示す .

3-1. ホルンフェルス

岩のlfj礎を多芯に(?JJ･机榊 】には (Pl.1日 摘 1｡url

以 卜0)､や ､両 ;-llil肺 P,を して閏理方伸 二配列す 封 は

揖集侶 木の朗 如項 数にFl-:してお り,裾 石鞘 大変 一舶 )

仮像を とるもの と酢 iiされ るが椛証はない.硬岩触 れ レ

ンフフル スでは,韓FI角鎌のFE]Hを黒雲fl]をTlと し.繕0.1

mm FlITll毛の ざくろf偶 状変,A,旭 )散点す ろJIti質葦が収 yjい

てい .ニ_

Figl1木路斜 二流部の郁 咽 およひル- トマ ップ. PNG :机柑人柳 川 岩
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NG 人榊 i､似ご二は∴ grf､ 文ti'榊岩

(G2il)中に散(i/Tる小kE;休だtを構成す るL国立～細粒黒

rl.料-fLm.jl:.LI G211)と して記搬 されてい る,摘 ま細粒相

を｢珠き,この lElEi｣岩 は (pl.3),3-5mm のほほ等粒

のf戒 ･カ リlくTl･斜1くイJによ り,この地域oj,他の稚

C封rJIFtLL甘さとL丈別 され る特徴的な外観を 【暮しす る,特 に,斜

l三イlJ〕や ゝ古い J祁'))では 3:ぺ5mm 位の等粒の卓状斜良

71がモザ イク様組織を作るO苦鉄鉱均は黒JiT三相と磁鉄鉱

のみで ,慧 ′LTI'f:Iは絹2-3mEllの嵐めて薄い 61tj板状を

なす.また,ガ11肘吊爪獲 ㌫~や け色鉱物繁合体の点紋 は殆

んとuられない.

この ようlj:十l主桁は ,山川 らによE)G2hとされて い る

花に吊 ';千二flL/T)一 部プ川iに特徴臼/,]な ものであ る .特 に, この

Lさ城 ｢如 :JjLJ)柁知仙 肘近oj岩休 ,および射出芙子音的穴附

iJiJ)llLH′そこを酢 Jkす る黒rl;7r封ErL▲昭二と,2j川 ,;rII,,5才7の岩相は

附仙 Lてい る.山Lll(1961)によると,G2hとされ る

この化叫‡lJ甥とG2hとされ ろ人形峠 柁rLLqfl'との前後関係

)＼路‡ii二(-:lp:rlSでは,Fir.1,3および 4に示 されたよ

うに,Lf]粒黒/fI'f削川路 '-が人形l峠花FLLlj岩を拭 く茄実がHJj

を節に糾 e;iされろ,

NlngyO G BiotiteG

Fihfr,1,2に示す ように,このか レンフIL ル ス土人 巧邦

花FL:[,Ji岩 とのFrltljには,文象涼は 一むよこ､JLのtL傾 flI入il.'111が

人形咋 花摘岩に近接す ,7′llu lは,それそれのllj硬か らな

ら. この産状か らみて ,このホル ンフェル ス11.rlをは ,人

]F',/峠花悶岩 によるほ触変域を′壬けたj]ji地件の もcj)と肝J,上

される.

3-2.人形峠花高岩

人形峠～上汁原附近 (人形峠花Fi.j岩の模式雌 1 の もの

と全 く類似 した岩相を示す (Pl.2). Tliわ ら,構F_･Ekl印.

物が全般的に著 しぐ机粒で .特 に人nzuc7)(銅 r色 力 THilT,

球形 に近い大粒の石英 ,柱i-J∴ 吊ff,の矧にj7-な とでキHiui

づけられ る閑雲化rL､L浮;-で,人小 のLlmJlノ肘′相磯fHっよ1JL,

細粒の矧'̂q右･黒空矧 だii;-休の′朋 文を 多子7㌢に .′HJゝ.

3-3.中粒黒雲母花謁宕

この侶 √,j岩 は,山Lil(196日 に上 り,人)釧 lH汗;-

MS141 て).C_
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Fig.4 :t毅郎 ;叫 ･＼ 人脚 吊EF購 い 巾粒JTl'i;'f描 ･iJ,昭 の周係 gr･1 文教況岩
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M S140 ㌔ .te

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

■
'
●
●
●
◆
●
●
●
●

●
●
●
●
●

.r
h
I.･'1
.-;
.一

/ ′
● ● ● ● ● ● ●

● ◆ ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

●● ● ● ● ●

●● ◆ ● ● ●

●●◆◆ ● ◆

●●◆ ● ●

●●● ◆ ●

●●● ● ◆

●●● ● ●

Fig･5人榊 川/-jiiLjt;伸 の文教流‡L-;々 脈

3-4. 文象斑岩類

Figr11,2,4およこ＼5に示すよ うに,ホル ンフェル

ス,人捌 トHml.,i岩およひ中軸黒字j封 Eは甘;-を上-‡く放本の

岩脈ない しIl凋こ伏キ■.'休として/El-qltJすろが †全体と して 1

つのや ゝまとまった持 去を構成す るもJ)とはられ,i. 日j

蹄に川辺の岩 fl-をtlJろ昭灯ノ､1〒冊-(の/∫li_,llr日本/rlF,]l繕 ltTijl'こ

おける'Ll裾引O)存在,相 室するLL∃辺 のLTI晶 がjit灘岩 とし

て 'yy牧包付され ること,また,I紺j料 こ[招 くする捕獲結

仙 こ反応緑が 見られるliとの甘 末か ら,_し､己-:～ll-;ィlJ/TI-冒

くことは疑い7Liい,

帖広い呂/-休中心部の 一部にI;英閃き,i-に'-flL英r'jiJ紺155岩

相が ,また,tI-体I.I,jS凌部,J7こく似 られた純榊には朽確i'I

入甜 菜の岩相と,急甜 71と妃られる流刑'の稚透 した流絞

岩桟の外観を ∫}1_する微粒文象斑岩柏が分布する.主要な

部分 は,や 粗ゝいjTrJIをもつ又毅斑岩栢により占め られ

てい′5,11下に,これ らEi岩槻の特徴を列記する.

(1)イTJ英関も長岩～石英閃緑f55岩相 (Pl.4,5)

全体 として淡緑色を 'トキす る,駄伏 ,完品質岩石である.

紙 ト 二は 2.0〉く35-25x40mm程度の桝 犬斜長石

か,杓いモザ イク組織を構I戊ナ/3.人理l三の弧 ]71と しては,

ほかに Zx4mm以 卜の,一都緑砧か化 した柱状軸 X:宿

があ り,また,｢用雄 三の強いイIJ英か撤去軌EHllと して僅か含

まれノ∴ 多鼓の泉かJ以 〔が仕成 してい るが ,黒雲母の仮像

をf取二さ:することはできなか った,

用 言7滴 LF,,-1の主要部は,An40- 30% 位の累葦を示

し.外線の 0.02- 0.04Inm の範粥で急激に曹長石質

にな/:'.この野良石外縁部には後述する基質部に於 ける

と甜 菜,一般の ミル メカイ トとは形態を異にす る,石英

とJJ.1'iきJrZ.l】が 粍達す る.f･Tjl現 J-は,大きさ不揃いのn形柱

;L恨ト【1㌔として散点 し,や ゝ概色味の強いものがあるが,

)詳1三fJJは淡鼓緑色～淡黄色の 多色性を示す, CへZは20 0

位 で,相和 こ,Y-は認め られない.

これ ら軌 上H1-を先頃する族IEfは,02×0.35mm位な

い Lはそれ以上の ,主としてf国 人を示すや Aゝn て号室の

(,…]-い斜長石 ,それを核 として鳩辺に発達する曹長IIJ質斜

良IJTJ,/およびこれ らと文教様構造を もって遵一与Lj,する石英

とか らなる.通ふけ る石 英の ,単結L'tiflとしての存在範淵

は,略繕03mm前後である.

この文象 (梶)構造は,斜良右 と石英の連晶 として-

対il7言比机 結く,また,石英は,いわゆる蛸 虫状 とは異 っ

た形態をとる,形態的には,徴文教花柄岩鮒 こ一触的な

カ リ1;irfIとf7̂英による微文染構造 と同 じであ る.描 ,極
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めて細かく連晶する部分の一部には,カリ長石 らしいも

のも観察されるが顕微鏡的には,確定 し難い.

斜長石と石英が連晶して構成するグラノフイリック組

織は,当文象斑岩体の文象斑岩相に於ける,著しくかつ

普遍的な特徴の 1つであるし,また, tt鉛山石英けヨ椋岩

類''の模式地鉛山岩体の石英閃緑岩相に於ても, 石 英

斜長石の連晶による微文象構造がよく発達 している(Pl.

6,7)

(2) 粗粒文象斑岩相 (Pl.8)

完晶質石基を有 し,その石英と斜長石が細かく連晶し

て,典型的なブラノフイリ ソクな組織を示す.まさに,

RosENBUSCH (1877)の定義どおりの文象斑岩といえよ

う.
当岩相は,僅かに褐色味を帯びた暗灰色 ,撤密な岩石

で斑状を呈する.微粒文象斑岩相と異なり,石基部分 (

圧倒的な体積を占める)は,轍密ながらもや ゝぎらぎら

した感じであり,敏文象構造をもつ石英による特徴と思

われる.これは,この地方に分布する一連の文象斑岩類

に共通な特徴で,他の岩類から肉眼的に識別される基準

の 1つとなっている.

斑晶は,緑泥石と緑れん石の集合体により完全に置換

えられた細い柱状 (～0.8×6.0mm)の角閃石と斜長

石を主とするが,いずれもまだらに散点するのみである.

斑晶としては,他に,イルメナイ トの離溶ラメラをもつ

自形の磁鉄鉱がある.斜長石斑晶は,ほぼ完全に自形の

卓状結晶で,1.5×3.01m 程度のものが多く,一部は

寄合 って衆斑晶をなす.累帯構造に乏 しくAn 25%位以

下であるが,緑れん石の生成 .脈状の曹長石化が認めら

れ,このAn含量が初生的なものかどうか疑わしい.周縁

部には曹長石質の薄い縁どりが見られる

石基は完晶質で,微細な (0.03×0.08mm位のもの

が多いが,中には0.04×0.1mm程度のものもある)

短冊状斜長石 と,それをとりまく石英が連晶し.徴文象

構造をなす.石基は,その殆んど全休が,この短冊状斜

長石とそれを包含する石英の単結晶からなる球形に近い

プロ ノク (径 0.6mm～1.0mm)により埋め尽されてい

る (pl.91
この岩相は,山田らにより斜長石扮岩として記載され

ているものに含まれると思われる

(3)微粒文象斑岩相 (pl.10- 12)

この岩相にも僅かに褐色味を岸びた暗灰色を呈するも

のが多いが,淡い緑色または紫色を呈するものもある

いずれも風化すると白色に近くなる. 周辺の岩石 との接

触面に平行な流理が縞模様を作り,流紋岩様の外観を ? -

する. まばらに散点する斑晶と,流柁構造の顕著に発達

する石基とからなる.斑晶の鉱物種,量比,各斑晶鉱物

の性質などは,粗粒文象斑岩におけると殆んど同じであ

る.

石基には,0.01×0.04mm程度の微細な針伏斜長石

がや ゝ平行に配列する.この斜長石と,それと遵一指して

微文象構造を示す石英とで構成される径 0.5mm程の不

規則な,ないし球状のブロックが多くの場合に認められ

る.一部の岩石では,石基がこの小ブロックで埋め尽さ

礼,モザイク様組織を示す.また,一部の岩石には,こ

のブロックは発達せず,石基は,針状斜長石と,その粒

問を充填する低屈折.低複屈折を示す超微粒の無色鉱物

および0.1- 0.2mm程の不定形石英から構成されてい

る.

この微粒文象斑岩柏が花冠岩と接する場合には,花簡

岩が捕獲岩として包有されることが多いが,鏡下でも,

花岡岩に由来する石英,斜長石およびカ リ長石の小浦整

結晶片が多数見られる.

(4) 角礎貫入岩相 (Pl.13,14)

Fig.1,2および4に示されたように,本岩柏は文象

斑岩体の周縁部に限って出現 し,文象斑岩相とは 調ゞ和

的な形態をもって,文象斑岩体を構成するもの以外の岩

石を貫く.多くの場合,これと接する文象斑岩柏は微粒

な急冷相であり,その境界はシャープである.勿も,こ

の微粒文象斑岩柏のなかには.上述の如く捕獲岩片,揺

晶片を多数含むものがあり,性質は漸移的とも言える.

岩石は,径 10cm以上の角礎を含むもの,殆んど全体

が大小様々な角礎を主とするもの,径5mm程度の細い

岩片と撤密な基質をもつものなど,岩柏が一定 しない.

礎を構成するのは,この岩脈が直接する周辺の岩石が主

であるが,他に斑状安山岩が混 じる場合もある.撤密な

基質は微粒文象斑岩の石基部と殆んど全く同じであるこ

ともあるが,多くの場合超朗微鏡的微粒である.一般に

岩脈と周辺の岩石との境界面に平行な,願著な流理が発

達 している. Lt硬岩的"なものでも.その内部に,横間

を充填する流理構造の発達 した微粒文象斑岩質部分を挟

むことが多い.

この岩相は,この文象斑岩体の先端部ないし周縁部を

構成 した貫入岩であろう.

4.人形峠南西の文象斑岩体について

この文象斑岩体は,山Lt](1961)により, 人形峠南

方の小岩体として地質図にも示され,｢主として角閃石

文象斑岩からlj:るが,第 2期花樹岩に捕獲されて,石基

は著しく珪化 し,灰白色を呈する｣と記載されている
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人形峠からの林道人形峠 -栗視線入口では,角膜貫入

岩柏と微粒文象斑岩相とか,それぞれは 平ゞ行な細脈と

してまとまり,お互いに入り混る. この部分は,見かけ

上約50mの幅をもって, 板柾文象斑岩相-移化してい

る.

これら各岩相は,木路谷上流部の文象斑岩体中の対応

する各岩相と全 く同質のものであるが,この岩体として

次の諸特質が挙げられる

(1) 角礁買入岩相中の疎 (捕廷岩)として斑状安山岩

が大量に含まれ,文象斑岩の通人に先立つ安山岩 (多分

中生代火山岩類)の存在が強く示唆される.

(2) 角礎貫入岩相中には,人形峠花尚岩の大小の角礎

が含まれるほか,この花尚岩に由来する結晶片が無数に

散在する. この岩体でも,角僕貫入岩柏が,人形峠花樹

岩を貫いてきていることは間違いない

(3) 角礎貫入岩相と微粒文象斑岩相が入り湿っている

が,境界部の一部で,後者が前者を僅かであるが斜めに

切っていると思われるものが観察される (Pl.15)

従 って,木路谷上流部におけると同様,微粒文象斑岩相

にや 先ゝ立って,すなわち,先端部ないし周縁部として

角僕貫入岩相が形成されたのであろう.

5.ま と め

当地域に分布する文象斑岩類,安山岩類および花尚岩

類の相互関係について,今までの研究者の見解を再検討

ないし確定すべき,次の事実が明らかになった.

(1) 花知仙や奥津巨石穴附近にや ゝまとまった分布をも

ち,一部は人形仙南斜面に小岩体群として出現する中粒

黒雲母花尚岩は,人形峠花尚岩より後期のものである.

(2)人形仙南斜面に分布する石英閃緑岩～石英閑緑粉

岩相を伴う文象斑岩類が,人形峠花崩岩および中粒黒雲

母花繭岩より後期のものであることは確実である. 従っ

て,山田 (1961)らにより,第 1期迷入岩類の一員に含

められている文象斑岩類 (Glg)については,少くとも

その一部のものについては,地質学的位置づけないしは

岩石学的意義を再検討 しなければならない.

(3) 三朝町木地山地区を中心とする安山岩体 (木地山

火成岩類)の構成および,この岩体と周辺に分布する花

両署類との関係について,今までの研究者の間 に大きな

見解の相違がある.特に指摘 しなければならないのは,

この問題が,この地域に出現する花詞岩類相互の関係に

関する論争に深くかかわりあっていることである. しか

も筆者の見るところでは,木地山地区の tt安山岩体"に

まつわる問題の焦点になっているのは,この岩体の構成

･-■､ ∴

腐貫入岩"---の解釈であろう.杉山により指摘されて

いる角康貫入岩が,木路谷上流部にも見出されたこと,

それが文数斑岩体の一部を構成する火成員入岩であるこ

とが確認されたこと,また,構成礎が岩体周辺に分布す

る岩石に由来することが明らかになったことは,この問

題と絹適して極めて意義深いものと筆者は考える_そし

て,木地山 "安山岩体"中の tl礁岩''について,杉山 (

1966わ)観点から再検討する必要があると見ている.

勿も, -t中生代火山岩類"と底盤型の花蘭岩との関係

について言えば,当区域南方泉山の東北尾根の東斜面に

開発中の林道切通 しに於て,熔岩流と思われる斑状安山

岩が,人形峠花尚岩と見られる粗粒矧凋石黒雲母花樹岩

に貫かれる露頭がある (Fig･6,Pl･16).従って,人

形峠花梅岩に先行する安山岩類が存在することに疑問の

余地はない.

V V YV V VV V V V V V V VV V VV

>∨ ∨> ∨ V V V V ∨ > ∨ ∨∨∨ > V V

Flg･6 泉山北東斜面における安山岩と粒粒角閃石
黒雲母花松岩との関係.
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図 版 説 明

顕微鏡写真の倍率は全て等しく,横幅一杯が 1mmである.

1. 泥質岩源ホル ンフェルス

2. 人形峠花尚岩

3.中粒黒雲母花樹岩

4. 石英閃緑岩相,MS144

5.石英閃緑粉岩相,MS142(4)

6.鉛山石英閃緑岩体に発達する石英と斜長石の文象様連晶,三朝町鉛山

7. 同 上

8､ 粗粒文象斑岩相,MS81

9.粗粒文象斑岩相,MS83(2)

10,微粒文象斑岩相,MS82(2)

ll.同 上

12.多量の捕獲岩片,結晶片を含む微粒文象斑岩相,MS142(3)

13.角藤貫入岩相,MS83(1)

14.角礁貫入岩柏,MS83(2)

15,人形峠南西岩体の角穣貫入岩相と微粒文象斑岩柏

16.泉山化東斜面に於ける安山岩と粗粒黒雲母花樹岩の接触部.右は変安山岩の混成岩相.左は花尚岩の細粒相












